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暗渠とは何か 

 どういうものか、その定義から始めました。 

 「渠」とは人工の水路、掘り割り、溝をいいま

す。たとえば船渠といえば、船を建造・修理す

るための巨大な溝です。そして暗渠とは、狭義

では蓋をした川や水路を言います。これを土

木事務所に聞いたところ、地中の管渠を暗渠

というとのことでした。 

 しかし、ここでは川や水路の跡も含めて暗渠

とします。 

 

暗渠化された理由 

昭和 30年代から川の環境が大きく変化し

てきました。工場や家庭からの汚水が流れ込

み、悪臭もひどくなってきて、その改善が求め

られてきたのです。 

川の環境は見た目や汚れだけではなく、さ

らに衛生的にも問題があるため、その対策が

必要になってきました。 

その他に、豪雨の浸水対策という目的もあり

ました。大雨が降るとあちこちで川が氾濫した

りしていたので、そのための対策もあったので

す。 

そして昭和 37年、横浜市で初めての下水

処理場となる「中部下水処理場」（現・中部水

再生センター）が中区本牧十二天に造られま

した。磯子方面の汚水等を扱う南部下水処理

場は昭和 40年に完成。これは横浜市で 2番

目の施設となります。 

 同じころ根岸湾の埋め立ても進み、この二

つの下水処理場はその埋立地の上に建設さ

れました。 
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昔も今も、磯子の丘から根岸湾に流れ込む

川はたくさんありました。 

北から眺めていくと、まずは堀割川。これは

自然の川ではなく、明治初期に開削した運河

です。そして禅馬川。この川は汐見台、久良

岐あたりから岡村、滝頭を通って根岸湾に注ぐ

長大な河川です。 

その南に位置するのが芦名川。昔の欄干を

柵に利用した芦名橋公園やバス停名でその

存在が知られています。そのそばには、名前

はよく分かりませんが、安藤橋の親柱が残され

ている小河川がありました。 

磯子駅から南側には、まず大岡川分水路。

これも自然の川ではありません。大岡川がたび

たび氾濫するため、昭和 44年度から県市共

同のもと事業を開始して、昭和 55年度に完成

した水路です。 

中原から杉田にかけては多くの川が流れて

いました。陣屋川。京急屏風浦駅近くの高台

から流れていました。白旗川。白幡川とも書く

ようですが、屏風ヶ浦付近の中心的な川です。 

そして中原を源流とする境川と杉田坪呑あ

たりを源流とする聖天川。二つの川は京急杉

田第 2踏切で合流し、今も暗渠の面影が強い

杉田商店街の裏道の下を流れています。 

杉田川は短い川ですが、磯子区と金沢区の

境界を今も流れている川です。 

 

暗渠の姿 

 

 

 

根岸湾埋め立て前の風景 

（磯子区役所発行の『浜海道』より） 

 

↑森浅間神社から（昭和 20年代） 

 

 

↑上の写真と同じ場所から（昭和 30年代） 
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 ↑前の写真と同じ場所から（昭和 60年代） 

 

 
 ↑昭和 30年代の屏風ヶ浦交差点 

 

↑白旗付近でアサリの収穫 

 

 

 

 
↑ベカ船        ↑海苔洗い 

 
 ↑海苔干し 

 

昭和 34年から始まった根岸湾の埋め立て 

昔の地図を見ると海岸線は、だいたい今の

国道 16号線と重なっていた。国道からあちこ

ち出っ張ったところは、戦前の、それも明治や

大正から埋め立てられたものだった。だが、な

んといっても磯子を現在の姿に変えたのは戦

後の埋め立てだ。 

その埋め立て工事は、昭和 34年 2月に始

まり 46年 2月まで、実に 12年もの月日が費

やされていた。 
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昭和 30年といえば、「もはや戦後ではな

い」といわれ、農村から都会へと人々が地すべ

り的に移動する「戦後日本の都市化」が、まさ

に始まろうとしていた――。 

時あたかも、日本列島は朝鮮動乱による特

需景気をバネに、所得倍増に向けて高度成長

のツバサをはばたかせる前夜であったから、根

岸もその滑走路の一本となった…。 

時を同じくして、川の埋立てや暗渠化も進ん

でいったのである。 

 

川のない橋／バス停名／交差点名／NTTの

ケーブル名／欄干・親柱／水門 

こういうものたちが、かつてそこに川や橋が

あったことを物語っている。 

 

 
 

根岸湾に注ぐ水路を遡行する 

この講座では禅馬川、芦名川、聖天川の３

つの川を取りあげた。その解説の前に、堀割

川について少しだけお話をした。 

 

これは明治 36年測図（1/20,000）の地図。

赤い点線が根岸と滝頭を分ける境界線であ

る。もともとは、このライン上に八幡川という細く

て屈曲した川が流れていたという。 

明治７年に直線的な堀割川という運河を開

削したため、根岸監獄は滝頭側に残り、逆に

滝頭の八幡様は根岸側に残されてしまった。 

八幡神社のある原町町内会は根岸地区に

所属しているのだが、お祭りの際は根岸八幡

ではなく、滝頭地区の一員としてこちらの方に

参加しているのである。 

 

八幡橋と八幡神社を描いた着色絵ハガキ。Aが

売られていたハガキであるが、何かがおかしい。橋

と神社の関係だ。 

これを反転してみたのが Bの写真である。河口

から見た橋と神社が正しく描かれている。 

つまり、売られていた絵ハガキは裏焼きだったと

いうわけだ。 

 

 
正面奥が１６号線から河口に向かう暗渠。 
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国道 16号線を渡ると、いきなり暗渠らしい

道が現れる（A） 

暗渠の右側には、かつての花街が広がって

いる（B） 

小さな公園（Ｃ）を過ぎ、産業道路を越えると

開渠が現れる（Ｄ） 

 

 

禅馬一之橋。橋には、通常、橋名（漢字）・

橋名（平仮名）・竣工年月・川の名前がセットで

表示されるのだが、ここでは禅馬川という川名

が欠落している。 

 
国道 16号線から上流に向かう入り口。 

 

屈曲する細い道、「川界」と彫られた杭、ケー

ブル名「地下配」。 

どれも暗渠を暗示するサインである。 

 

ここから源流までのコースについては、11月 10日

に行った探索の報告で語るので以下は省略する。 

 

 
芦名川は磯子 6丁目からの流れと、山王台か

らの流れが芦名橋公園のあたりで合流し、産

業道路を越えて根岸湾へ注いでいる。 
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暗渠の傍にプールあり。 

 

芦名橋公園。 

 

二股を左へ。同じ石積みが続く。 

 

これは芦名川の護岸だったのではないか。 

 
坂を登って行く。 
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聖天橋センターは川の上につくられた。 

大正から昭和初めにかけての地図情報 

「土地宝典」（昭和 6年） 

 川が描かれている。 

 

 

聖天川が描かれている昭和 5年の火災保

険図。 

 川沿いに瓦工場があった。おそらく大量の水

を使っていたのだろう。聖天川に排水を流して

いたに違いない。 
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やはり、川沿いには工場がある。 

 
右下写真は坪呑ルートと大谷ルートの分岐点 
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土地宝典より 杉田大谷 

 

 

 

 

 
大量の水が必要な養魚場があった。 
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下水処理の方式 

 

 

大雨が降った時は、すべて処理場に送り送り

込まず、その手前で越流させて川に放流して

いる。 

 

磯子区は全域が合流式。 

聖天川の合流管。 
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聖天川が商店街に向かう分岐点。 

 

雨水吐き。雨天時はここで越流させて海に放

流させる。 

依然として合流管が残り、分流式は進まな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


